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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年11月4日(2010.11.4)

【公開番号】特開2009-75973(P2009-75973A)
【公開日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2007-246094(P2007-246094)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   1/04    ３０１Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   1/00    　　　Ｃ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クロック信号に同期して動作する複数の処理手段を備えるデータ処理装置であって、
　前記複数の処理手段のそれぞれは、
　前段の処理手段から出力されるデータ及びクロックイネーブル信号を入力する入力部と
、
　前記入力部により入力される前記クロックイネーブル信号が非イネーブル状態からイネ
ーブル状態に切り替えられたことに応じて、当該処理手段がデータの処理を実行するため
のクロック信号を発生させるクロック信号発生部と、
　前記クロック信号発生部が発生させた前記クロック信号に同期して動作し、前記前段の
処理手段から入力された前記データを処理するデータ処理部と、
　後段の処理手段に対して前記データ処理部による処理済みのデータ及びクロックイネー
ブル信号を出力する出力部とを有し、
　前記クロック信号発生部は、前記入力部により入力されたデータを前記データ処理部が
処理したことに応じて、前記クロック信号の発生を停止させ、
　前記出力部は、前記データ処理部による処理済みのデータの前記後段の処理手段への出
力に先だって前記クロックイネーブル信号を非イネーブル状態からイネーブル状態へ切り
替える、ことを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２】
　前記出力部は、前記データ処理部により処理した処理済みデータを前記後段の処理手段
へ出力する準備ができたことに応じて、前記クロックイネーブル信号を非イネーブル状態
からイネーブル状態へ切り替えることを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項３】
　前記複数の処理手段の少なくともいずれかが有する前記データ処理部は、前記前段の処
理手段から入力されたデータを圧縮する圧縮処理を実行することを特徴とする請求項１又
は２に記載のデータ処理装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】データ処理装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、消費電力を抑えるデータ処理装置に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係るデータ処理装置は、クロック信号に同期して動作する複数の処理手段を備
えるデータ処理装置であって、
　前記複数の処理手段のそれぞれは、
　前段の処理手段から出力されるデータ及びクロックイネーブル信号を入力する入力部と
、
　前記入力部により入力される前記クロックイネーブル信号が非イネーブル状態からイネ
ーブル状態に切り替えられたことに応じて、当該処理手段がデータの処理を実行するため
のクロック信号を発生させるクロック信号発生部と、
　前記クロック信号発生部が発生させた前記クロック信号に同期して動作し、前記前段の
処理手段から入力された前記データを処理するデータ処理部と、
　後段の処理手段に対して前記データ処理部による処理済みのデータ及びクロックイネー
ブル信号を出力する出力部とを有し、
　前記クロック信号発生部は、前記入力部により入力されたデータを前記データ処理部が
処理したことに応じて、前記クロック信号の発生を停止させ、
　前記出力部は、前記データ処理部による処理済みのデータの前記後段の処理手段への出
力に先だって前記クロックイネーブル信号を非イネーブル状態からイネーブル状態へ切り
替える、ことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明によれば、クロック信号に同期して動作する複数の処理手段を備えるデータ処理
装置において、データを処理している処理手段ではクロック信号が発生した状態とし、デ
ータを処理していない処理手段ではクロック信号が発生しない状態とすることで、データ



(3) JP 2009-75973 A5 2010.11.4

処理装置全体が消費する電力を低減することができる。
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